
令和 8年度第 1回学校運営協議会 記録 

日時：令和 8 年 5 月 29 日（金）10:50～11:45 

場所：第一会議室 

 

【出 席 者】 

 Ａ委員（学識経験者）  Ｂ委員（教育関係者）  Ｄ委員（元ＰＴＡ会長）  Ｅ委員（自治会代表） 

 Ｆ委員（福祉関係者）  本校校長 

 学校側：副校長２、事務長、総括教務主任、学部主事２、寮務主任、進路指導部長、支援部長 

【欠 席 者】 

 Ｃ委員（聴覚障害者協会） 

【授業参観】 9:45～10:45 

【協 議 会】10:50～11:45 

 

１ 開会のことば 

 

２ 学校長挨拶 

 ・高等部の生徒が障がい者スポーツ大会の強化指定を受けた。 

 ・11 月に聾学校ＰＴＡの全国大会を主管する予定。 

 

３ 出席者紹介 

 

４ 令和 8 年度学校概要  

 

５ 学校運営協議会について 

 

６ 会長、副会長選出 会長：Ａ委員 副会長：Ｂ委員 

 

７ 議事 

 （１）令和 8 年度の学校経営計画について…承認 

   Ａ委員：聞こえない、聞こえにくい子どもたちの学校で、交流を大事にしている。先日の都南東小

学校との交流運動会の様子を伺いたい。 

   Ｂ委員：少ない回数の練習で本番に臨んだ。優秀だと思った。みんなが疲れてくる閉会式で、５年 

       生の態度が立派だったのが印象深い。旧乙部小学校時代から数えて交流50周年にあたる。 

       例年の流れで進めていく予定。伊東校長の説明にあった推進プランは小学校にも通じる 

もの。 

   Ａ委員：聴覚支援学校の子どもたちも、小学校の子どもたちにまざってしまうとどこにいるか分 

からなくなる。いい運動会だと思っている。 



 （２）各学部・寄宿舎の取組について …承認    

   Ａ委員：人工内耳の幼児児童生徒が増えている印象があるが、どのぐらいの割合になっているか。 

小主事：幼小は在籍８名中３名。 

高主事：高等部は 12 名中６名。 

Ａ委員：人工内耳は素晴らしい人工臓器ではあるが、どのあたりが素晴らしくてどのような課題が

あるのか。 

高主事：人工内耳は側頭部に全身麻酔による手術で機械を埋め込み、特に重度の難聴の方の聞こえ

を保証するものであること、音は確実に届くが聞こえ方には個人差が大きいこと、頭部へ

の強い衝撃や圧がかかることは禁忌である。 

   Ｆ委員：幼稚部の幼児が、昨年度と比べとても成長していると思った。幼稚部で成長すると、小学

部に上がる子が少なくなり、ますます人数が減るのではないかと思う。その後、高等部で

また人数が増えると聞いたことがあるが、実際はどうなのか。 

   高主事：近年は以前に比べ地域の小中学校に難聴学級を設置することが増えているので、その選

択をするケースが増えている。ただ学級の人数は多くはないため、小学校の６年間、中学

校の３年間を一人学級で過ごすことも多い。本校のオープンスクールに参加するなどし

て、聞こえない、聞こえにくい仲間と出会う生徒もいる。聞こえの面や学習面での課題を

抱えている生徒にとっては、本校が進路の選択肢の一つとなる。 

Ａ委員：人工内耳は静かなところでは効果があるが、騒がしい場所などでは聞き取りが難しくな

る。聞こえない子どもたち、学習についていけない子どもたちへの難聴学級を設置する学

校の体制作り、支援は全国的な課題でもある。 

Ａ委員：寄宿舎の良さを紹介してほしい。 

 寮務主任：現在は在舎数が少ないので、手厚く生活指導ができる。人数が少なく家庭的な雰囲気の

中で過ごすことができる。 

Ｆ委員：女子生徒の割合が増えた印象がある。以前、女子生徒から人間関係で悩んで支援学校を選

択したという話を聞いたことがある。 

Ａ委員：個々のケースによるとは思うが、コミュニケーションのすれ違いの積み重ね等から、人間

関係で難しさを抱えてしまう女子生徒が多い傾向にあると思われる。これも全国的な課

題でもある。 

（３）進路支援の取組について …承認 

進路指導部長：課題の一つにロールモデルの不在があると感じている。 

Ａ委員：在校生とろうあ協会の先輩方と交流したり、卒業生とのつながりを大事にしたりしてほし

い。 

（４）支援の取組について …承認 

 

８ 各委員から 

Ａ委員：大切な質疑応答ができ、協議を深めることができた。委員の皆さんはまだ分からないことも

多いと思うので、ぜひ学校に足を運んでもらって、もっと本校のことや子どもたちのことを

知ってもらえればうれしい。 



Ｂ委員：これまで交流籍交流などを経験してきたが、年に２回程度だった。今後さらに交流を深めて

いきたい。 

Ｃ委員：初めて参加した。いろいろ気付き、考えさせられた。 

Ｄ委員：学校の取組など初めて知ったことも多い。新しい発見だった。今後もサポートできればと思

う。 

Ｅ委員：実際に子どもたちが勉強している姿を見せてもらえるのは良い。昔とは様子が違っていると

感じるのでこれからも勉強させてもらいながら協力できればと思う。 

 

９ 連絡  

 

10 閉会 

 

 

＜学校運営協議会の様子＞ 

 

 


